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これからの企業情報システム

ナローバンド
インターネット
ナローバンド
インターネット

ブロードバンド＆
モバイルネットワーク
ブロードバンド＆
モバイルネットワーク

ＮＧＮＮＧＮ

オープン化
標準化
オープン化
標準化

アウトソーシングアウトソーシング

攻めの情報システム
・サービス提供による
新ビジネスの創造

Computer=ＩＴ
の進展

Communication=ネットワーク
の進展

Ｗｅｂ２.０
ＳａａＳ ,ＳＯＡ
Ｗｅｂ２.０
ＳａａＳ ,ＳＯＡ

守りの情報システム
・コスト削減
・生産性向上

ＩＴ・ＮＷ統合ＩＴ・ＮＷ統合

サービス
プラットフォーム
サービス
プラットフォーム

ＯＭＣＳＯＭＣＳ

ＮＥＣのメッセージ

ＩＴとネットワークの融合が、さらに進展

情報システムの役割は、ビジネス創造の基盤へと変化
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これからの企業情報システム

技
術

Ｉ
Ｔ
活
用

ユ
ー
ザ
の

・コスト削減から、「攻め」のＩＴ活用へ

－アセット統合・開放による付加
価値の創造

－大量のデータ等を利活用した経営

－企業とコンシューマの融合

•コスト削減を目標とした既存提携
業務の自動化

－ＨＷ中心、メインフレーム中心の
顧客ごとへ作り込み

•マイクロプロセッサ、ＰＣ、ＮＷ、
メインフレーム

•安価なＰＣ/マイコン、ＤＢ、
大型汎用コンピュータ、ＬＡＮ/ＷＡＮ

•クライアント・サーバ、ＰＫＧソフト、ＭＷ、
インターネット

• ＥＲＰ/ＣＲＭ/ＳＣＭなどの標準ＰＫＧ、
Ｅコマース、検索エンジン

•ワイヤレス技術、ＩＰネットワーク、
ＲＦＩＤ/センサー技術、
バイオメトリクス認証、仮想化技術

•Ｗｅｂ２．０、ＳＯＡ/ＳａａＳ、Ｍコマース、
ＢＩ/ＢＡＭなど

•コスト削減中心の効率化
－ソフトへの移行、ＰＫＧベースのカス
タマイズ

－アウトソースによるリスクの固定化

• ＳＭＢへのＩＴソリューションの浸透

第１の波
（オフィスオートメーション）

第２の波
（オープン化）

第３の波
（サービス化）

１９７０年 １９９０年 ２００５年 ～２０１５年

既に起きつつある変化：
企業による消費者向けWebスタイルの活用（シンプルGUI）
消費者向けWebメジャー・プロバイダによる企業向け機能・サービスの拡充
→ 市場が新モデルへの乗換えを開始する兆候（＝「破壊的」テクノロジとしてのSaaS）

2007/10/24 「Biz Innovation 2007」ガートナープレゼン資料より

既に起きつつある変化：
企業による消費者向けWebスタイルの活用（シンプルGUI）
消費者向けWebメジャー・プロバイダによる企業向け機能・サービスの拡充
→ 市場が新モデルへの乗換えを開始する兆候（＝「破壊的」テクノロジとしてのSaaS）

2007/10/24 「Biz Innovation 2007」ガートナープレゼン資料より

今後３～１０年で、ＩＣＴの浸透を核にした人材・モノ・データの新たな活用が主流に
なり、業界構造が大きく変化。グローバルＧＤＰを３０％押し上げる成長ドライバー
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（市場動向）企業規模別でのユーザーニーズ
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0%

10%

20%
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40%

1～49人 50～99人 100～499人500～999人 1000人～ 全体 従業員規模

現状のシステム導入形態
－ 従業員規模別SaaS利用率

今後リプレイス及び新規構築するシステムの導入形態
－ 従業員規模別SaaS利用率

今後、リプレイス、新規構築などで導入する可能性については、

比較的、中小規模の企業で特に導入期待が高い。（現状の３～５倍）

従業員1000人以上のゾーンでも、現状の2倍以上が見込まれる。

出典：IDC JapanのデータをもとにＮＥＣが推定
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提供

今後の企業システムでのＩＴマネジメントの流れ

消費者消費者

パートナーパートナー

生産現場生産現場
オフィスオフィス

企業・官公庁情報システムは、

所有型所有型//利用型を柔軟に組み合わせたソリューションへ利用型を柔軟に組み合わせたソリューションへ

企業・官公庁情報システム

NGN 所有型 利用型

SI サービス（SaaS,ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ）

＋

提供

NECNEC
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SaaSの定義；
「NECが培った業務ノウハウやPKG、NWをお客様に対してオンデマンド型で
提供するサービス」

SaaSビジネス；
「SaaSを活用した既存システム連携など、サービスとSIをハイブリッド型で
提供することで、お客様のビジネス拡大を支援する」

システムの相互連携
強化

業種
サービス領域

業務共通
サービス領域ASP/PKG・NWの

SaaS化

新ビジネス領域
のSaaS展開

ハイ
ブリッド

SI + Services

Global Market

SaaSメニュ化

NECが目指すSaaSビジネス

SI領域の変革

映像
サービス領域

SaaS事業化への取り組み

SaaSの定義、NECが目指す『SaaSビジネス』

システム構築の
SOA化
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ＮＥＣの考えるサービスプラットフォームＮＥＣの考えるサービスプラットフォームＮＥＣの考えるサービスプラットフォーム
リアルタイムSCM、電子決済、個客マーケティング、映像配信 、電子行政

ＩＴ
技術

個人システム個人システム

企業システム企業システム 社会システム社会システム

NECの考える『SaaSビジネス』

ネット
ワーク
技術

次世代ネットワーク：ＮＧＮ次世代ネットワーク：ＮＧＮ

ネットワークインフラ
光IPネットワーク、無線/光アクセス

サービスプラットフォーム
認証、課金、位置情報 等

大企業大企業大企業 中小企業中小企業中小企業 政府政府政府 自治体自治体自治体

ＳＯＨＯＳＯＨＯＳＯＨＯ

映
像
・
情
報
管
理

SaaSビジネス
(SI+サービス)

業種
業務

CRM 電子
申請

コラボレーション
UC(UnifiedCommunication)

NECの企業システム提供ノウハウおよび、BIGLOBEで培ったコン
シューマ向けサービスノウハウを結集し、ＳａａＳビジネスを展開する
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□グループウェアなど業種共通領域を整備し
コラボレーション領域として提供

業種・業務PKG/ノウハウのSaaS化による
「業種」毎のSaaSメニューを品揃え

BIGLOBEのサービス(BtoC系)とも連携
・映像：ストリーミングサービス
・コミュニケーション：Koeviva
・情報管理：ドキュメントコントロールサービス

アプリケーションサービス領域

業種 映像コラボレーション

ＰＦマネージドサービス領域

製
造
・装
置

流
通
・サ
ー
ビ
ス

金
融

公
共
・医
療

通
信
・メ
デ
ィ
ア

ERP・CRM・HRM等

NECのSaaS基盤を集約し、課金/認証等を
共通化。UCサービス基盤とも連携し、上位AP
から融合したサービスとして提供

「SaaS基盤」は、ISV向けにもサービスを提供
BtoCやGtoC関連は、BIGLOBEプラットフォー
ムを活用し、NECのSaaS基盤と連携

認証 課金 ・・・プレゼンス IPフォン

NEC
『SaaS基盤サービス』

（主にBtoB）

コミュニケーションセキュリティ情報管理・活用

NECの「SaaSメニュー」と特長

『BIGLOBE
プラット

フォームサービス』
（主にBtoC）

連携

アプリケーションサービスと、PFマネージドサービスの２領域でサービスを提供
ユーザ企業、SaaS事業者が必要とするサービスを順次拡張
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NECのSaaSの取り組み

① 「シフト勤務スケジューリングサービス」

② SNS提供サービス「Social Tool Mart」

③ SaaS型ｅラーニングサービス「Cultiiva Global」

④ 「NECクレジットカード公金決済サービス」

⑤ 「BIGLOBEドキュメントコントロールサービス」

ＳａａＳサービス事例
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「シフト勤務スケジューリングサービス」

ＳａａＳサービス事例①アプリケーション領域

必要なスタッフの人員構成を予測して、最適な勤務計画を作成する
SaaS型のサービス
～導入サービスにより現状分析と予測モデルを作成し、お客様ごとに最適な勤務シフトを作成～



© NEC Corporation 2008Ｐage 13

受注実績

SNSを中核としたコミュニケーション基盤。人的ネットワークの形成など、業務革新に
必要な機能をサービスで提供。

サービス概要

＜主な活用事例＞

■テレビ新広島：日本で初めて、ワンセグからSNSへの集客、SNSコンテンツを活用したワンセグ向け情報提供サービスを実現

■三井不動産販売：リアルなオフィスとSNSとの両輪の相乗効果で、新規ビジネスや社会活動を創出することができる場を提供

■某金融会社： SNSでOGネットワークの場を提供・集客し、育児等が一段落した業務経験豊富なOGの再雇用情報を提供

その他実績多数

SNS提供サービス「Social Tool Mart」
ＳａａＳサービス事例②アプリケーション領域

Enterprise2.0のSaaS型展開モデルとして、200７年10月より出荷

(*１)研 究 所 の新 技 術

ソ フ トウ ェ ア 機 能 提 供 ＝ Ｓ ａ ａ Ｓ

イ ン タ ー ネ ッ トイ ン タ ー ネ ッ ト

企 業 Ａ 教 育 機 関 C自 治 体 B

Network：NECデ ー タ セ ン タ ー

SocialToolMart

Server：『Express』

OS：『Linux』

ミ ドル ウ ェア ： 『SpikeSourceｺｱ ｽ ﾀ ｯｸ 』

ス ケ ジ ュー
ル 管 理
ス ケ ジ ュー
ル 管 理

・ ・ ・・ ・ ・

Ｓ Ｎ Ｓ
日 記 /掲 示 板 /
メ ッセ ー ジ /フ レン ド etc

タ ス ク管
理
（*１ ）

NEC製 品

連 携

SNSを活 用 した Webツ ー ル群
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SaaS型ｅラーニングサービス「Cultiiva Global」

ｅラーニングＡＳＰ
（ＬＭＳ）

ＲＣＳ※

・アクセス管理
・コンテンツ管理

汎用
ｺﾝﾃﾝﾂ
社内外ｱｸｾｽ

社外秘
ｺﾝﾃﾝﾂ

ＮＥＣ ｅラーニングサービス＜構築例＞

(米国) (日本)

(※ LMS: ラーニングマネジメントシステム） (※ RCS : ﾘﾓｰﾄｺﾝﾃﾝﾂｻｰﾊﾞ）

コンテンツ管理機能
（ＲＣＳ）

サービス連携

ＳＴＯＰＳＴＯＰ

インターネット

ＬＭＳ※

・ポータル
・利用者管理
・受講管理
・接続管理

管理ＤＢ

他ＳａａＳサービス機能強化

社内ｱｸｾｽのみ

ア
ク
セ
ス
制
御

お客様

外出先

会社

自宅

ＳａａＳサービス事例③アプリケーション領域

米国売上No.１の米国サムトータル システムズ社のLMSと、ＮＥＣのサービス基盤
を連携したサービス。 個別の顧客要件を満たすサービスを早期に実現。

ＳａａＳ基盤活用により、新たな顧客ニーズへの対応が可能
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納税通知書

利用者

納付サイト
へアクセス

決済結果の送信

支払金額の引落し 入金

NEC

カード会社

地方公共団体

納税通知書を郵送

請求情報を送信

消込処理

「NECクレジットカード公金決済サービス」

課税情報の照会

クレジットカード
情報の入力

課税情報検索

処理結果の確認

オーソリゼーション
（与信確認、限度額確認等）

処理結果の表示
売上データ

ＢＩＧＬＯＢＥ決済基盤

SaaSで提供

ＳＩ

ＳａａＳサービス事例④アプリケーション領域

BIGLOBE基盤の活用により安心・安全なサービスを実現

地方公共団体向け業務システムの豊富なノウハウを生かし、既存システムとの連
携を容易かつ低コストにて実現

インターネット

納付サイト
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販売店向けSCMサイト

「BIGLOBEドキュメントコントロールサービス」～販売店向けSCMｻｲﾄとの連携事例～

ＢＩＧＬＯＢＥドキュメントコントロールサービス

閲覧許可

ＩＤ・パスワードを入力

閲覧不可
販売店メンバ以外の
情報漏えいを防止

販売店

ＰＤＦのダウンロード 新製品情報
プロモーション情報
競合情報

メンバーＤＢ

コンテンツＤＢ

ＷｅｂＡＰＩ

ＳＣＭ機能（受注・在庫管理）

公開範囲

見積もり、注文、納期確認 など

ログイン

ユーザ同期処理
ポリシー付与処理

ＳａａＳサービス事例⑤アプリケーション領域

通常の販売店向けサイトと「BIGLOBEドキュメントコントロールサービス」をＷｅｂＡＰＩ
で連携

新製品情報、プロモーション情報、競合情報などのコンテンツを限定して公開する
仕組み実現
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ＳａａＳ基盤に求められる必須事項

２００９年度までにＳａａＳを利用する意向

ない

69%

ある

30%

不明

1%

国内のユーザ企業を対象にした
IT 投資に関するアンケート

・課題１ 互換性、システム間移行 が難しそう
・課題２ カスタマイズ性、機能 が乏しそう
・課題３ セキュリティ、稼動の安定性 に不安
・課題４ サポート体制 が心配

ＳａａＳ事業者様が上記ユーザ課題を解決できるＳａａＳサービス
実現のために基盤事業者として以下の方針でＳａａＳ基盤を提供

ユーザが認識しているＳａａＳの課題

『ＳａａＳ基盤サービス※』の進める解決方針ｎ＝565

ユーザ企業はＳａａＳの利用に対して以下の課題を認識しており、ＳａａＳ基盤事業
者はそれらの課題に対応する必要がある

プラットフォーム領域

出展 : 「ユーザ企業のＩＴ投資実態と予測 2007-2009」
矢野経済研究所

※『ＳａａＳ基盤サービス』：ＮＥＣが提供するＳａａＳサービス用基盤

 ＳＩと連携できる開発/評価環境の提供
 共通部品、外部との連携手段提供等による柔軟な対応力

 長年のサービス事業で培ってきた安心・安全なホスティング
基盤上でのサービス提供

 ビジネス/テクニカル両面での事業化支援、ＡＰ運用代行等
の充実した支援メニュー
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『ＳａａＳ基盤サービス』 イメージ

ＳａａＳ利用企業テナントＳａａＳ利用企業テナント

ＳａａＳ事業

テナント毎カスタマイズ

ＳａａＳ基盤サービス

既存システム既存システム

社外ＳａａＳ
サービス
社外ＳａａＳ
サービス

共通コンポーネント共通コンポーネント

テナント
管理
テナント
管理

サービス
管理
サービス
管理

ユーザ
管理
ユーザ
管理認証認証

基本機能基本機能

ホスティング基盤ホスティング基盤

メール配信メール配信 アンケートアンケートストリーミングストリーミング ＳＮＳ/ブログＳＮＳ/ブログ

稼動情報
管理

稼動情報
管理

ＥＤＩ
サービス

ＣＲＭ
サービス ｅラーニング

サービス

先行ＳａａＳサービス先行ＳａａＳサービス
サービス間
連携

ＳａａＳＳａａＳ
サービスサービス

ＳａａＳ事業者ＳａａＳ事業者
支援

マッシュアップ

サ
ー
ビ
ス
イ
ン
テ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン

テナント向け
サポートデスク

テナント向け
サポートデスク

本サービスはアプリケーションをSaaS型でサービス提供する事業者様（＝SaaS
事業者）に対して、基盤の機能を提供するサービスです

「①基本機能」「②共通コンポーネント」「③サービス連携」「④ホスティング基盤」
「⑤開発/評価環境」「⑥事業化支援/運用支援」により構成します

権限
機能
権限
機能

ＵＣ※
機能
ＵＣ※
機能

他ＳａａＳ
事業者
サービス

開発/評価
環境

評価ガイド
/フレーム
ワーク
/環境

評価ガイド
/フレーム
ワーク
/環境

ＳａａＳサービス
業務運用代行

ＳａａＳサービス
業務運用代行

開発ガイド
/フレーム
ワーク

開発ガイド
/フレーム
ワーク

標準提供標準提供 オプション提供オプション提供

実行環境（システム監視/プラットフォーム運用）実行環境（システム監視/プラットフォーム運用）

・・・

サービス事業
立上げ支援

サービス事業
立上げ支援

ＳａａＳﾃｸ
ﾆｶﾙｺﾝｻﾙ

ＳａａＳﾃｸ
ﾆｶﾙｺﾝｻﾙ

①

②⑤

④

③

⑥

※ＵＣ： Ｕｎｉｆｉｅｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ

プラットフォーム領域

<<事業化支援事業化支援>>

<<運用支援運用支援>>
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ＳａａＳ基盤サービスの適用タイプ

ご利用目的（新規アプリケーション開発、既存アプリケーション適用、既存ＡＳＰ
サービス適用）に応じて、必要となるＳａａＳ基盤サービスの機能・サービスを提供

Type1 Type2 Type3

既存
アプリケーション適用

新規
アプリケーション開発

既存
ＡＳＰサービス適用

開発ガイド
/フレームワーク

評価環境

[実行環境/システム監視/プラットフォーム運用]

連携ガイド/フレームワーク
[サービス連携/ＳＯＡ連携/ＷＥＢ連携]

事業化支援[サービス事業立ち上げ支援/ＳａａＳテクニカルコンサル]、
ＳａａＳサービス運用代行支援

メール配信/ストリーミング/アンケート/ＳＮＳ/ブログ

開発/評価環境

ホスティング基盤

基本機能

共通コンポーネント

サービス連携

事業化支援/運用支援

プラットフォーム領域

基本機能
[認証/ユーザ管理/サービス管理/テナント管理/稼動情報管理/権限管理ｅｔｃ．）
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ＳａａＳ利用企業テナントＳａａＳ利用企業テナント

ＳａａＳ事業

テナント毎カスタマイズ

ＳａａＳ基盤サービス

既存システム既存システム

社外ＳａａＳ
サービス
社外ＳａａＳ
サービス

共通コンポーネント共通コンポーネント

テナント
管理
テナント
管理

サービス
管理
サービス
管理

ユーザ
管理
ユーザ
管理認証認証

基本機能基本機能

ホスティング基盤ホスティング基盤

メール配信メール配信 アンケートアンケートストリーミングストリーミング ＳＮＳ/ブログＳＮＳ/ブログ

稼動情報
管理

稼動情報
管理

ＥＤＩ
サービス

ＣＲＭ
サービス ｅラーニング

サービス

先行ＳａａＳサービス先行ＳａａＳサービス
サービス間
連携

ＳａａＳＳａａＳ
サービスサービス

ＳａａＳ事業者ＳａａＳ事業者

支援

マッシュアップ

サ
ー
ビ
ス
イ
ン
テ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン

テナント向け
サポートデスク

テナント向け
サポートデスク

権限
機能
権限
機能

ＵＣ※
機能
ＵＣ※
機能

他ＳａａＳ
事業者
サービス

開発/評価
環境

評価ガイド
/フレーム
ワーク
/環境

評価ガイド
/フレーム
ワーク
/環境

ＳａａＳサービス
業務運用代行

ＳａａＳサービス
業務運用代行

開発ガイド
/フレーム
ワーク

開発ガイド
/フレーム
ワーク

標準提供標準提供 オプション提供オプション提供

実行環境（システム監視/プラットフォーム運用）実行環境（システム監視/プラットフォーム運用）

・・・

サービス事業
立上げ支援

サービス事業
立上げ支援

ＳａａＳﾃｸ
ﾆｶﾙｺﾝｻﾙ

ＳａａＳﾃｸ
ﾆｶﾙｺﾝｻﾙ

①

②⑤

④

③

⑥

※ＵＣ： Ｕｎｉｆｉｅｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ

<<事業化支援事業化支援>>

<<運用支援運用支援>>

基本機能

ＳａａＳ事業者がＳａａＳサービスを提供する上で不可欠な各種サービス管理機能および認
証機能を基盤側であらかじめ準備、ＳａａＳ事業者はアプリケーションのコアとなる部分の開
発に注力できます。

各提供機能はサービスとしての提供ですので、ＳａａＳ事業者側で機能の保守運用は必要
ありません。

テナント
管理
テナント
管理

サービス
管理
サービス
管理

ユーザ
管理
ユーザ
管理認証認証

基本機能基本機能

稼動情報
管理

稼動情報
管理

権限
機能
権限
機能

ＵＣ※
機能
ＵＣ※
機能①

※ＵＣ： Ｕｎｉｆｉｅｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ

プラットフォーム領域
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ＳａａＳ利用企業テナントＳａａＳ利用企業テナント

ＳａａＳ事業

テナント毎カスタマイズ

ＳａａＳ基盤サービス

既存システム既存システム

社外ＳａａＳ
サービス
社外ＳａａＳ
サービス

共通コンポーネント共通コンポーネント

テナント
管理
テナント
管理

サービス
管理
サービス
管理

ユーザ
管理
ユーザ
管理認証認証

基本機能基本機能

ホスティング基盤ホスティング基盤

メール配信メール配信 アンケートアンケートストリーミングストリーミング ＳＮＳ/ブログＳＮＳ/ブログ

稼動情報
管理

稼動情報
管理

ＥＤＩ
サービス

ＣＲＭ
サービス ｅラーニング

サービス

先行ＳａａＳサービス先行ＳａａＳサービス
サービス間
連携

ＳａａＳＳａａＳ
サービスサービス

ＳａａＳ事業者ＳａａＳ事業者

支援

マッシュアップ

サ
ー
ビ
ス
イ
ン
テ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン

テナント向け
サポートデスク

テナント向け
サポートデスク

権限
機能
権限
機能

ＵＣ※
機能
ＵＣ※
機能

他ＳａａＳ
事業者
サービス

開発/評価
環境

評価ガイド
/フレーム
ワーク
/環境

評価ガイド
/フレーム
ワーク
/環境

ＳａａＳサービス
業務運用代行

ＳａａＳサービス
業務運用代行

開発ガイド
/フレーム
ワーク

開発ガイド
/フレーム
ワーク

標準提供標準提供 オプション提供オプション提供

実行環境（システム監視/プラットフォーム運用）実行環境（システム監視/プラットフォーム運用）

・・・

サービス事業
立上げ支援

サービス事業
立上げ支援

ＳａａＳﾃｸ
ﾆｶﾙｺﾝｻﾙ

ＳａａＳﾃｸ
ﾆｶﾙｺﾝｻﾙ

①

②⑤

④

③

⑥

※ＵＣ： Ｕｎｉｆｉｅｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ

<<事業化支援事業化支援>>

<<運用支援運用支援>>

共通コンポーネント

ＳａａＳ事業者がサービス連携可能な共通サービス群です。
共通コンポーネントを利用することで、ＳａａＳ事業者は
自サービスで機能強化することなく、提供サービスの機能を拡大することができます。

共通コンポーネントの情報はサービス管理機能により公開されます。

共通コンポーネントは順次拡充を図ります。

プラットフォーム領域

共通コンポーネント共通コンポーネント

メール配信メール配信 アンケートアンケートストリーミングストリーミング ＳＮＳ/ブログＳＮＳ/ブログ
②
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・・・

外部サービス/システム外部サービス外部サービス//システムシステム

サービス連携

ＳａａＳ基盤サービスＳａａＳ基盤サービスＳａａＳ基盤サービス

共通

コンポーネント

共通

コンポーネント メール配信
メール配信

アンケート
アンケート

ストリーミング
ストリーミング

ＳＮＳ・ブログ
ＳＮＳ・ブログ

ＳａａＳ事業者様

ＳａａＳサービス

ＳａａＳ事業者様

ＳａａＳサービス

外部の

システム

（基幹等）

外部の

システム

（基幹等）

サービス間
連携 サービスインテグレーション

外部の

ＷＥＢサービス

外部の

ＷＥＢサービス

サービス間
連携

マッシュアップ

ＳａａＳサービスをより充実させるため、様々なサービス/システムとの連携を支援します

ＣＲＭ ＥＤＩ ｅラーニング

ＳａａＳ利用企業（テナント）ＳａａＳ利用企業（テナント）

サービスの提供

ＳａａＳ基盤サービス上の
他のＳａａＳサービス

プラットフォーム領域

 サービス間連携：
- ＳａａＳ基盤サービス上の他ＳａａＳサービスとの連携

- ＳａａＳ基盤サービスが提供する共通コンポーネントの利用

 マッシュアップ：Google等の外部サービスとの連携

 サービスインテグレーション：既存基幹システム等の外部システムとの連携
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バラバラの
ｱｰｷﾃｸﾁｬ

個別
運用

ノウハウ
の属人化

部分
最適化

不明確な
ｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ

運用の
複雑化

ＰＦ改善
標準化

フル
サービス化

【いままでのシステム】

※RIACUBE（REAL IT ArchitectureCUBE）： ITプラットフォームビジョン(REAL IT PLATFORM)とITリソース/各システムでの面の対応から、
ライフサイクル管理の奥行き(立方体）を意味するキューブを掛け合わせを意味します。

コンサル
設計・構築

運用・改善

保守

ホスティング基盤

 下記の特長によりＳａａＳ事業者様のＳａａＳサービスの安定提供を支援

ＲＩＡＣＵＢＥＲＩＡＣＵＢＥ
標準
サーバ

標準
ｽﾄﾚｰｼﾞ

標準運用標準ＳＬＡ

標準
契約体系

ＣＲＭＣＲＭ
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ

ＥＤＩＥＤＩ
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ

ｅﾗｰﾆﾝｸﾞｅﾗｰﾆﾝｸﾞ
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ ・・・・・・

ＳａａＳサービス

ＣＲＭＣＲＭ
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ

ＥＤＩＥＤＩ
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ

ｅﾗｰﾆﾝｸﾞｅﾗｰﾆﾝｸﾞ
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ ・・・・・・ ＋

ＳａａＳ基盤サービスＳａａＳ基盤サービス

プラットフォーム領域

パターン化技術

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

管
理
技
術

 ＩＴ基盤におけるシステム設計・構築手法のパターン化技術と、様々な運用リスクへの対策
を織り込んだライフサイクル管理技術とに基づいたサービスを提供することで、ＳａａＳ事業
者とＩＴ基盤のコスト目標・リスクを共有し、ＴＣＯ最適化の実現に貢献。

 様々なＳａａＳサービスの要求に応じて、段階別のサービスレベルを提供するオンデマンド型
ホスティングサービスにより、ＳａａＳ事業者は必要なときにすみやかに最適なＩＴ基盤リソー
スを入手することが可能。

ホスティング基盤として
２００８年３月１３日に
広報発表の新プラット
フォームサービス「ＲＩＡ
ＣＵＢＥ※」を採用。
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開発/評価環境

開発ガイド
ＳａａＳ事業者がＳａａＳサービスを開発するための開発ガイド、フレームワーク、開発ツールを提供いたします

ＳａａＳサービスを開発する際にSystem Director Enterprise（以下ＳＤＥ）を利用することができます。

評価ガイド/環境
ＳａａＳサービスを評価するための評価ガイド/評価支援ツール/評価環境を提供いたします。

評価環境は当社ＤＣに構築、インターネット経由でご利用いただきます。

ＳａａＳ実行基盤Ｕｓｅｒﾛｰｶﾙ環境 ＳａａＳ評価環境

開発環境

ｻｰﾋﾞｽ開発者

アップ
ロード

テスト領域

実行領域

検証
配備

検証領域

開発ガイド 評価ガイド/環境

開発開発//評価環境評価環境

プラットフォーム領域
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事業化支援/運用支援

サービス事業立上げ支援
ＳａａＳ事業者に向けた事業立ち上げ支援

ＳａａＳテクニカルコンサル
ＳａａＳ事業者に向けたサービス構築のための技術支援

サービス運用支援
ＳａａＳ事業者がサービスを提供していく上での定型運用業務の代行支援

プラットフォーム領域
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目次

１． ＮＥＣのＳａａＳ戦略

２． 具体的取り組み

－１．アプリケーション領域での取り組み
「ＳａａＳサービス事例紹介」

－２．プラットフォーム領域での取り組み
「ＳａａＳ基盤サービス構想のご紹介」

３． パートナ支援プログラム
「SaaS Business Innovation Program」

４． まとめ、お問い合わせ先
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SaaS Business Innovation Programとは

 体系的な販促/技術面のサービス・サポートを提供
パートナー様のビジネス拡大につながるような体系的な販促・技術面のサービス/
サポートを提供します。

 パートナー間でのコラボレーション促進
SaaS基盤を提供するだけの一対一の関係にとどまらず、コミュニティやパートナー
様同士間の連携も含めて、パートナー様間でのコラボレーションを促進します。

 アプリケーション間連携サポート
複数アプリケーション間の連携に対して技術支援サポートをします。

 マーケティング支援・販路拡大
マーケティング支援、ＮＥＣ営業チャネル、プラットフォーム連携を通して、パート
ナー様の販路拡大を支援します。

 SaaSに関する事業化支援

SaaSビジネスを展開するパートナー様に対して
NECが提供する「SaaS基盤サービス」の利用支援/促進
パートナー様とNEC-Gが、共にビジネスを拡大していくこと

を目的としたメンバー制度です。
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SaaS基盤の提供方法に応じて、３つのタイプをご用意します。
SaaSアプリケーションパートナー （※以後、APパートナー）

SaaS基盤上でAPを実装し、サービス提供するパートナー

SaaSテクニカルパートナー （※以後、TECパートナー）

SaaSサービスに必要なコンポーネント提供、並びに、SIを支援するパートナー

SaaSプラットフォームパートナー （※以後、PFパートナー）

プラットフォーム(HW、OS、DB、サービス)を提供するパートナー

プログラム内容 （３つのタイプ）

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
基
盤
サ
ー
ビ
ス

Ｎ
Ｅ
Ｃ

ＡＰ
パートナー

ＴＥＣ
パートナー

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
利
用
企
業

SaaSプロバイダ

SI/技術支援

基盤サービス

NEC

基盤利用料

SI/技術支援費

サービス提供

サービス利用料

ＰＦパートナー

ＰＦ製品/サービス

技術情報提供

SI+サービス

連携

SaaS Business Innovation Program

連携
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提供するサービスメニュー

•アプリケーション/コンポーネントの開発トレーニング（SaaS基盤での
実装開発教育）

•トライアルサービス環境の提供（有償：会員割引あり）
•販促支援（ＮＥＣのリーフレット/ホームページなどへの掲載）
•共同広報実施
•展示会/セミナー支援（NEC主催展示会の優先的参加、共同出展 ）
•年２回会合開催

•ヘルプデスク、問い合わせ対応 （ＴＥＬ/メール）
•ソリューション共同開発
•アプリケーションのSaaS化支援（有償：会員割引あり）
•アプリケーション間の連携技術支援（有償：会員割引あり）
•動作検証環境の提供（有償：会員割引あり）
•環境構築支援（有償：会員割引あり）
•評価支援（有償：会員割引あり）

•SaaS基盤技術情報の提供（ポータルサイト、メルマガ）
•パートナー様の製品情報の提供（ポータルサイト、メルマガ）
•パートナー様同士の情報交換の場の提供（ＳＮＳ）
•成功事例、ビジネスモデルの紹介

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ＡＰ

○

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

－

ＴＥＣ

－

－

－

○

○

○

－

－

－

－

－

－

－

○

○

○

－

ＰＦ主サービスメニュー

技術支援

教育・トレーニ
ング

販売マーケティ
ング支援

製品・情報
サービス

サービスタイプ
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検証プロセス、Certification制度

SaaS基盤上で開発したアプリケーションの検証環境を提供します。

『Certification制度』は、連携ソリューション実現のため、SaaS基盤との動作検
証を実施し、動作確認ができた製品を認定する制度です。

認定製品はSaaS基盤との連携ソリューションとしてNECとパートナー様が共同で
プロモーションします。

Certification
検証プロセス(時間軸)

テスト
仕様書

SaaS基盤
の情報など

提
供

評価環境準備
(NEC iDC内)

提
供

テスト仕様書
(結果、課題)

提
供

SaaS基盤上での
アプリケーション
動作検証実施

結果を
確認

動作確認
済み製品と
して認定
共同プロ
モーション
開始

Web発信、販促を実施

検証結果
確認

合
意

結
果

動作検証

ＮＥＣＮＥＣ

パートナー様パートナー様

評価環境準備
(NEC iDC内)

提
供

SaaS基盤
Ver.Up

PKG
Ver.Up
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• 技術ノウハウ
• 成功事例、ビジネスモデル紹介
• セミナー/マーケティング
• パートナー様情報
• ディスカッション、アイディア創出
• 共同開発検討 etc.

プログラム運営について

パートナー様同士の情報交換および議論の場として、SNSを活用した
『SaaSパートナーコミュニティ』を提供します。（その他、半期に一回会合を実施）

NEC SaaSパートナーコミュニティ（ＳＮＳ）

【【SaaSSaaSパートナーコミュニティパートナーコミュニティ】】

PF
パートナー

PF
パートナー

AP
パートナー

AP
パートナー

TEC
パートナー

TEC
パートナー

NEC-GNEC-G
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目次

１． ＮＥＣのＳａａＳ戦略

２． 具体的取り組み

－１．アプリケーション領域での取り組み
「ＳａａＳサービス事例紹介」

－２．プラットフォーム領域での取り組み
「ＳａａＳ基盤サービス構想のご紹介」

３． パートナ支援プログラム
「SaaS Business Innovation Program」

４． まとめ、お問い合わせ窓口
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まとめ

長年培った業種ノウハウのサービス化
 ホテル業、住宅業などSaaSビジネスで先行実績

NECビッグローブの基盤を活用したコンシューマ領域へ対応
 公金決済サービス、第2日テレなどのコンシューマ向けサービス展開

UnifiedCommunicationと業務アプリケーションの連携による、
新たなサービス創出
 コミュニケーション領域におけるUNIVERGEの豊富な実績

安心して使えるSaaSの提供
 セキュリティ、サービスレベル

 通常のシステム開発と変わらない開発ツール、システム連携

PFパートナー企業（Salesforce.com、イントラマート等）との協業
 ISV間で連携できる共通フレームワークの提供

 ISV同士のコラボレーションの仕組みの提供

豊富な実績

ノウハウ

SIとの連携

サービス品質

パートナーとの

コラボレーション

NECのSaaSビジネスの特長
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お問い合わせ窓口

 ＮＥＣ マネージドプラットフォームサービス事業部

「ＳａａＳ基盤サービス」お問合せ窓口

〒105-0014 東京都港区芝5丁目7番17 住友芝公園ビル

mail： saaspfs-info@ssjh.jp.nec.com

『ＳａａＳ基盤サービス』ご利用について

文中に表記されている会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。

 ＮＥＣ 「SaaS Business Innovation Program」事務局

〒108-8001 東京都港区芝5丁目7番1 ＮＥＣ本社ビル

mail： saas-bip@ssjh.ｊp.nec.com

『SaaS Business Innovation Program』について

 ＮＥＣ マーケティング本部 サービスビジネス企画グループ

〒108-8001 東京都港区芝5丁目7番1 ＮＥＣ本社ビル

mail： saas@mkt.jp.nec.com

ＮＥＣのＳａａＳ事業について

mailto:saaspfs-info@ssjh.jp.nec.com
mailto:saas@mkt.jp.nec.com
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